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奇
き

跡
せき

の鳥
　ライチョウは、北半球北部の寒冷地に広く分

ぶん

布
ぷ

し（図 1）、IUCN（国
こく

際
さい

自
し

然
ぜん

保
ほ

護
ご

連
れん

合
ごう

）のレ

ッドリストでは「近い将
しょう

来
らい

絶
ぜつ

滅
めつ

に瀕
ひん

する恐
おそ

れが

低い種」である「軽度懸
け

念
ねん

」に指定されています。

　日本のライチョウは世界中で最も南に生息し

ている亜
あ

種
しゅ

で、本州中部の 2,000m を越
こ

える限
かぎ

られた山
さん

岳
がく

地
ち

域
いき

に生息しています（図 2）。この

分
ぶん

布
ぷ

は、大陸に生息していたライチョウが日本

列島と大陸が陸続きであった約 2 万年前に大陸

から移
うつ

り住
す

み、その後温
おん

暖
だん

化
か

とともに本州中部

の山
さん

岳
がく

地
ち

域
いき

に取り残されたことによるものと考

えられています。現
げん

在
ざい

の生息地は、頸
くび

城
き

山
さん

塊
かい

、

北アルプス、乗
のり

鞍
くら

岳
だけ

、御
おん

嶽
たけ

山
さん

、南アルプスの 5

つの地
ち

域
いき

です。かつては八
やつ

ヶ
が

岳
たけ

、富
ふ

士
じ

山
さん

にも生

息していたようですが、現
げん

在
ざい

は姿
すがた

を見ることは

できません。これらの山々を有する富山県、長

野県、岐
ぎ

阜
ふ

県
けん

では県鳥に指定されています。

　日本では、ライチョウは古くから知られてお

り、1200（正治 2）年の歌集「夫
ふ

木
ぼく

和
わ

歌
か

抄
しょう

」に

おいて、後
ご

鳥
と

羽
ば

院
いん

が「しら山の　松の木
こ

陰
かげ

に　

かくろひて　やすらにすめる　らいの鳥かな」

とライチョウのことを詠
うた

ったのが、現
げん

在
ざい

知られ

ている中で最も古い記
き

述
じゅつ

と考えられています。

1708（宝
ほう

永
えい

5）年には、京都の大
だい

火
か

災
さい

で御
ご

所
しょ

が焼

けた際
さい

、焼
しょう

失
しつ

を免
まぬが

れた建物に後鳥羽院のこの和歌

が書
か

き添
そ

えられたライチョウの絵がかかげてあっ

たことから、ライチョウを描
えが

いた御
ご

符
ふ

が火
か

災
さい

及
およ

び

雷
かみなり

除
よ

けとして広く出回るようになりました。

　また、ライチョウは山
さん

岳
がく

信
しん

仰
こう

の中で大切にさ

れてきました。立山の山
さん

岳
がく

信
しん

仰
こう

においては、残

雪の岩場に群
ぐん

生
せい

するハイマツの間のライチョウ

は火
か

難
なん

除
よけ

の守
しゅ

護
ご

神
しん

にみたてられ、ライチョウに

危
き

害
がい

を加えることは神
しん

罰
ばつ

を受けると考えられ、

落ちていた羽はお守りとされていたようです。

日本のライチョウの未来を考える
村
むら

井
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し

（富山市ファミリーパーク）
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　仁
ひと

志
し

：1964 年千葉県生まれ。東
とう

邦
ほう

大学理学部生物学科卒業。1987 年に富山市ファミリーパークに採
さい

用
よう

。テンやノウ

サギ、ノネズミ類など日本産小型動物の飼
し

育
いく

展
てん

示
じ

に長年携
たずさ

わり、2015 年からライチョウの保
ほ

護
ご

増
ぞう

殖
しょく

事業に関わる。一年に

10 回程
てい

度
ど

立山に行き、四季折々のライチョウを撮
さつ

影
えい

するのが趣
しゅ

味
み

。

図1. ライチョウの世界分
ぶん

布
ぷ

国内分
ぶん

布
ぷ

（IUCNの当
とう

該
がい

ページ
を加工して作成）

図2. ライチョウの国内分
ぶん

布
ぷ

（第一期ライチョウ保
ほ

護
ご

増
ぞう

殖
しょく

事業実
じっ

施
し

計画」（環
かん

境
きょう

省
しょう

の当
とう

該
がい

ページを加工して作成）
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加
か

賀
が

藩
はん

（今の石川県と富山県）では、1659（慶
けい

長
ちょう

3）年から 1870（明治 3）年まで、黒部の「奥
おく

山
やま

廻
まわ

り」役による、立山一帯のライチョウ、松、花、

硫
い

黄
おう

などの監
かん

視
し

をさせたという記録が残ってい

ます。さらに、絵
え

師
し

によってライチョウの画が

描
えが

かれるようになり、江
え

戸
ど

時代にはライチョウ

が庶
しょ

民
みん

の間でも広く知られるようになったと考

えられています。

　明治時代になると、近代化とともに庶
しょ

民
みん

の生

活や信
しん

仰
こう

が変化し、猟
りょう

銃
じゅう

などの普
ふ

及
きゅう

によって、

ライチョウの乱
らん

獲
かく

の兆
きざ

しがみられました。ライ

チョウは 1910（明治 43）年に「狩
しゅ

猟
りょう

法」で捕
ほ

獲
かく

が禁
きん

止
し

され、1923（大正 12）年には、「史
し

跡
せき

名勝天然記念物保
ほ

存
ぞん

法
ほう

」によって天然記念物に、

1955（昭和 30）年には「文
ぶん

化
か

財
ざい

保
ほ

護
ご

法
ほう

」によ

り特別天然記念物に指定されました。

　明治期以
い

降
こう

、ライチョウが生息する 2,000 ｍを

越
こ

える高山に、多くの観光客が電車やバスで訪
おとず

れ

ることができるようになりました。明治時代まで

信
しん

仰
こう

と法
ほう

律
りつ

によって守られてきたライチョウは人

を恐
おそ

れることはなく、立山・室堂平では、散
さん

策
さく

路
ろ

で間近に見ることができます。

　日本のライチョウは、広い地球上で、国土の

狭
せま

い日本のごく一部の地
ち

域
いき

に生息し、日本の文

化で守られ、人を恐
おそ

れない、まさに“奇
き

跡
せき

の鳥”

と言っても過
か

言
ごん

ではないように思います。

ライチョウの生活
　ライチョウは、山

さん

岳
がく

地
ち

域
いき

の寒冷な環
かん

境
きょう

で生活

していくための秘
ひ

密
みつ

を身に備
そな

えています。キジ

の仲間であるライチョウの羽は、羽軸
じく

が 2 本

に分かれて生えています。つまり、1 ヶ
か

所
しょ

から

2 本の羽が生えていることになります。そのう

ち 1 枚
まい

は、綿
わた

毛
げ

のような羽になっており、その

羽を守るように外側にしっかりした羽が生えて

います（図 3）。また、

冬には色
しき

素
そ

が抜
ぬ

けて空
くう

洞
どう

になった白い羽に生

え換
か

わります（図 4）。

その空
くう

洞
どう

は布
ふ

団
とん

のよう

に体温を温かく保
たも

って

いると考えられています。さらに、脚
あし

を見ると

指まで羽が生えていて、皮
ひ

膚
ふ

が露
ろ

出
しゅつ

した部分が

少なくなっています。

　ライチョウが生活している場所は、冬の積雪

量が多く、人を近づけません。また、高い樹
じゅ

木
もく

はなく、冬の積雪に耐
た

えることができる背
せ

丈
たけ

の

低い高山植物があるのみです。ライチョウは主

にこの高山植物をエサとして生きています。ま

た、天
てん

敵
てき

である猛
もう

禽
きん

類
るい

に見つからないように、

高山植物の茂
しげ

みや岩
いわ

陰
かげ

に身を隠
かく

します。ライチ

ョウが生きていく上で、高山植物はなくてはな

らない存
そん

在
ざい

です。

　4 月、立山黒部アルペンルートが開通した直後

に室堂平に行くと、オスが残雪の中で他のオスを

威
い

嚇
かく

する姿
すがた

や、ハイマツの陰
かげ

で休息しながら少し

頭をのぞかせて辺りを見回している姿
すがた

をみかけま

す。なわばりをつくっているようです。メスはオ

スのなわばりの中にあるハイマツの陰
かげ

に隠
かく

れてい

ることが多く、この時期に繁
はん

殖
しょく

に向けたペアをつ

くり始めます。この季節のライチョウは、全身が

ほぼ真っ白です。ハイマツの陰
かげ

でじっとしていれ

ば、雪の色に紛
まぎ

れて目立ちません。

　5 月になると、オスとメスの距
きょ

離
り

は縮
ちぢ

まり、

メスが採
さい

食
しょく

のために歩く後をオスがついて歩く

姿
すがた

を頻
ひん

繁
ぱん

に見かけるようになります。また、な

わばりに単
たん

独
どく

のオスが侵
しん

入
にゅう

してくると、ペアを

つくっているオスは、執
しつ

拗
よう

に威
い

嚇
かく

し、侵
しん

入
にゅう

者
しゃ

を

追
お

い払
はら

います。5 月の日差しは強く、休息はハ

イマツの木
こ

陰
かげ

で日差しを避
さ

けるようにしている

ことが多くなります。雪
ゆき

融
ど

けが進むのにあわせ

図4. ライチョウの1年

図3. ライチョウの羽　



4 とやまと自然
No.173　2021

るように、羽
はね

の色は急速に変化します。一部に

冬の白い羽
はね

を残しながらも、頭から背
せ

中
なか

が、オ

スは暗
あん

褐
かっ

色
しょく

、メスは褐
かっ

色
しょく

の羽
はね

に覆
おお

われます。雪

が融
と

けた地面と雪が残っている境
きょう

界
かい

付近では、

ライチョウが採
さい

食
しょく

をしていても目立つことはあ

りません。

　5 月中
ちゅう

旬
じゅん

ごろからは、交
こう

尾
び

も時々観察できる

ようになります（図 5）。メスが「クゥー、クゥー」

と鳴き、地面に伏
ふ

せるような姿
し

勢
せい

をとると、オ

スが上に乗って交
こう

尾
び

をします。交
こう

尾
び

を終えると、

オスは尾
お

羽
ばね

を立たせてメスの周りを回る独
どく

特
とく

の

行動をします。

　5 月下
げ

旬
じゅん

から 6 月上
じょう

旬
じゅん

になると、メスはハイ

マツの茂
しげ

みの中に浅いくぼみを掘
ほ

り、ハイマツ

やその他の枯
かれ

葉
は

を集めて巣を造
つく

ります。そして、

巣の中に卵
たまご

を産み始めます。産む卵
たまご

の数は通
つう

常
じょう

は合計 6 ～ 8 個
こ

で、1 日おきに産みます。最

後の卵
たまご

を産み終わると、メスは抱
ほう

卵
らん

1 を開始し

ます。抱
ほう

卵
らん

は約 3 週間続きます。その間、メ

スは卵
たまご

を温めることにほとんどの時間を費
つい

やし

ます。採
さい

食
しょく

は、1 日 2 ～ 3 回で、一回の採
さい

食
しょく

は

20 分程
てい

度
ど

です。通
つう

常
じょう

の採
さい

食
しょく

とは異
こと

なり、わき

目もふらずに植物をついばみます。この間、オ

スはメスの近くで、他のオスが近付いてこない

ように見
み

張
は

りを行います。また、メスが抱
ほう

卵
らん

し

ている時間も、オスは巣の近くの見晴らしの良

い岩の上などで監
かん

視
し

を続けます。

　孵
ふ

化
か

が近づくと、オスの姿
すがた

は巣の近くから見

えなくなります。6 月下
げ

旬
じゅん

から 7 月上
じょう

旬
じゅん

にかけ

て、ヒナが誕
たん

生
じょう

します。ヒナは孵
ふ

化
か

してすぐに

歩くことができます。しかし、体の小さいヒナ

は頻
ひん

繁
ぱん

に温かい母鳥のお腹
なか

の下に潜
もぐ

り込
こ

んで休

息します。1 羽
わ

が腹
はら

の下から出てきて採
さい

食
しょく

を始

めると、他のヒナも一
いっ

斉
せい

にお腹
なか

の下から出てき

て採
さい

食
しょく

を始めます（図 6）。この間のヒナたち

には、危
き

険
けん

がいっぱいあります。空からはワシ

やタカなどの猛
もう

禽
きん

やカラスなどに、地上からは

オコジョなどに狙
ねら

われます。また、梅
つ

雨
ゆ

の大雨

で体が冷えて衰
すい

弱
じゃく

することも多々あります。お

母さんはヒナをとても気にして、危
き

険
けん

が迫
せま

ると

「クゥー、クゥー」と鳴いてヒナを呼
よ

び寄
よ

せ、

お腹
なか

の下に隠
かく

します。孵
ふ

化
か

したヒナが大人にな

る割
わり

合
あい

は 2 割
わり

といわれています。

　ヒナが成長した 8 月以
い

降
こう

は、親子の姿
すがた

を見

る機会も少なくなります。多くの時間を高山植

物の茂
しげ

みや岩
いわ

陰
かげ

で過
す

ごすようになるようです。

9 月下
げ

旬
じゅん

になると紅
こう

葉
よう

の季節となり、ライチョ

ウの体の羽
はね

は、白い羽
はね

に生え換
か

わり始めます。

10 月から 11 月には初雪が降
ふ

り、その後の積雪

で、ライチョウの生息地は春まで雪に覆
おお

われま

す。ライチョウたちは雪
ゆき

融
ど

けの季節までひっそ

りと冬を過
す

ごすことになります（図 7）。

減
げん

少
しょう

するライチョウ
　1980 年代には日本に 3,000 羽

わ

近くいたライ

チョウの生息数は、2000 年代には 2,000 羽
わ

弱

に減
げん

少
しょう

したと推
すい

測
そく

され、絶
ぜつ

滅
めつ

が危
き

惧
ぐ

されるよ
１抱
ほう

卵
らん

：親鳥が卵
たまご

を抱
だ

きかかえて温めること。

図5. 交
こう

尾
び

するライチョウ 図6. 母鳥の腹
はら

の下から飛び出すライチョウのヒナ

図7. 真冬のライチョウ（2月）
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うになりました。減
げん

少
しょう

要
よう

因
いん

としては、本来低山

で生活している動物（キツネ、ハシブトガラス

など）の高山への侵
しん

入
にゅう

によるライチョウの捕
ほ

食
しょく

、

従
じゅう

来
らい

高山に生息していなかった動物（ニホンザ

ル、ニホンジカ、イノシシなど）の高山への侵
しん

入
にゅう

および、高山植物を採
さい

食
しょく

することによるライ

チョウが生息できる環
かん

境
きょう

の減
げん

少
しょう

、温
おん

暖
だん

化
か

などの

気候変動によるライチョウ生息環
かん

境
きょう

の縮
しゅく

小
しょう

、高

山への病
びょう

原
げん

菌
きん

の侵
しん

入
にゅう

によるライチョウの疾
しっ

病
ぺい

増
ぞう

加
か

、人間の侵
しん

入
にゅう

によるライチョウの生息環
かん

境
きょう

の

撹
かく

乱
らん

2 などが影
えい

響
きょう

しているのではないかと考えら

れています。

　このような状
じょう

況
きょう

から、環
かん

境
きょう

省
しょう

は 2012 年８月

に公表した第４次レッドリストにおいて、ライ

チョウは絶
ぜつ

滅
めつ

危
き

惧
ぐ

Ⅱ類（VU）から絶
ぜつ

滅
めつ

危
き

惧
ぐ

Ⅰ

Ｂ類（EN）にカテゴリーが引き上げられました。

環
かん

境
きょう

省
しょう

は、文部科学省と農林水産省とともに同

年 10 月に「日本のライチョウが自然状
じょう

態
たい

で安

定的に存
そん

続
ぞく

できる状
じょう

態
たい

とすること」を最終的な

目標として「絶
ぜつ

滅
めつ

のおそれのある野生動植物の

種の保
ほ

存
ぞん

に関する法
ほう

律
りつ

（種の保
ほ

存
ぞん

法
ほう

）」に基
もと

づ

く「ライチョウ保
ほ

護
ご

増
ぞう

殖
しょく

事業計画」を策
さく

定
てい

しま

した。その計画は、本来の生息地で生息し続け

るための環
かん

境
きょう

を維
い

持
じ

することでライチョウを保
ほ

全
ぜん

する「生
せい

息
そく

域
いき

内保
ほ

全
ぜん

」と、動物園が公
こう

益
えき

社
しゃ

団
だん

法
ほう

人
じん

日本動物園水族館協会（以下、JAZA）と

協力し、環
かん

境
きょう

省
しょう

や大学と連
れん

携
けい

することで飼
し

育
いく

下繁
はん

殖
しょく

に取り組む「生
せい

息
そく

域
いき

外保
ほ

全
ぜん

」を組み合わ

せたものでした。

生
せい

息
そく

域
いき

外保全開始
　2015 年、生

せい

息
そく

域
いき

外保全の取り組みがスター

トしました。まずは、飼
し

育
いく

の開始です。生息状
じょう

況
きょう

が安定していて、かつ研究者により個
こ

体
たい

群
ぐん

動
どう

態
たい

3 が把
は

握
あく

され

ている乗
のり

鞍
くら

岳
だけ

個
こ

体
たい

群
ぐん

で採
さい

取
しゅ

された受
じゅ

精
せい

卵
らん

を動物園で受

け入れ、人工孵
ふ

卵
らん

と育
いく

雛
すう

に取り組む

ことになりました

（図 8）。富山市ファミリーパーク（以下、富山）

で発生後期の卵
たまご

を 5 個
こ

、上野動物園（以下、上野）

で抱
ほう

卵
らん

前の卵
たまご

を5個
こ

受け入れました。その結果、

富山では 4 羽
わ

のヒナが孵
ふ

化
か

しましたが（図 9）、

そのうち 1 羽
わ

は孵
ふ

化
か

後 6 日目に死
し

亡
ぼう

し、残り

の 1 卵
らん

は、発生初期の中止卵
らん

でした。上野では、

5 個
こ

の卵
たまご

全てからヒナが孵
ふ

化
か

しましたが、孵
ふ

化
か

後 2 ヶ
か

月
げつ

前後で全てのヒナが死
し

亡
ぼう

しました。

　富山で孵
ふ

化
か

した 3 羽
わ

は順調に成育しました

が、全てがオスでした。そのため、飼
し

育
いく

下
か

繁
はん

殖
しょく

には取り組めず、2016 年は富山と上野に加

えて長野県の大町山
さん

岳
がく

博物館（以下、大町）で

乗
のり

鞍
くら

岳
だけ

個
こ

体
たい

群
ぐん

の受
じゅ

精
せい

卵
らん

を受け入れての孵
ふ

化
か

育
いく

雛
すう

に取り組みました。富山、上野、大町ではそれ

ぞれ 4 個
こ

ずつ卵
たまご

を受け入れ人工孵
ふ

卵
らん

した結果、

3 か所の動物園で全ての卵
たまご

が孵
ふ

化
か

し、成育しま

した（図 10）。各動物園で孵
ふ

化
か

したヒナの中に

メスが 1 羽
わ

ずついたことから、2017 年は、保
ほ

護
ご

増
ぞう

殖
しょく

事業で初めて飼
し

育
いく

下繁
はん

殖
しょく

に取り組むこ

とになりました。

　2017 年、富山、上野、大町で 1 ペアずつを

2撹
かく

乱
らん

：生
せい

態
たい

系
けい

や群
ぐん

集
しゅう

、あるいは個
こ

体
たい

群
ぐん

の構
こう

造
ぞう

を乱
みだ

し、資
し

源
げん

の利用可
か

能
のう

量
りょう

や環
かん

境
きょう

を変える出来事。

3個
こ

体
たい

群
ぐん

動
どう

態
たい

：生物の個
こ

体
たい

群
ぐん

の大きさ（個
こ

体
たい

数
すう

や生物量、
密
みつ

度
ど

）の時間的・空間的変動。

図9. 孵
ふ

化
か

した直後のヒナ（2015年、富山）

図10. 横に長いケージで一羽
わ

ずつ飼
し

育
いく

されている成育した
ライチョウ

図 8. 乗
のり

鞍
くら

で採
さい

取
しゅ

され、孵
ふ

卵
らん

器
き

に
入れた卵

たまご

（2015年、富山）
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形成し飼
し

育
いく

下繁
はん

殖
しょく

が開始されました。全ての動

物園で専
せん

用
よう

ケージの中で同
どう

居
きょ

及
およ

び交
こう

尾
び

をさせ、

産
さん

卵
らん

した卵
たまご

は随
ずい

時
じ

擬
ぎ

卵
らん

4 と交
こう

換
かん

し、孵
ふ

卵
らん

器
き

で孵
ふ

化
か

させる方法で繁
はん

殖
しょく

に取り組みました。また、

繁
はん

殖
しょく

に成功した場合に、次の年の繁
はん

殖
しょく

で血
けつ

縁
えん

の

ないペアを形成すること、飼
し

育
いく

動物園を増
ふ

やす

ことを目的に、各動物園で産
さん

卵
らん

した受
じゅ

精
せい

卵
らん

の一

部を 3 園館間及
およ

び、スバールバルライチョウ

という近
きん

縁
えん

亜
あ

種
しゅ

を飼
し

育
いく

しているいしかわ動物園

（以下、いしかわ）と那
な

須
す

どうぶつ王国（以下、

那
な

須
す

）へ移
い

動
どう

させ、孵
ふ

化
か

育
いく

雛
すう

することとしました。

　3 ペアの合計産
さん

卵
らん

数は 60 個
こ

（ 富山 :20 個
こ

、上

野 :22 個
こ

、大町 :18 個
こ

）で、野生のライチョウ

の平
へい

均
きん

的
てき

な産
さん

卵
らん

数（6 ～ 8 卵
らん

）の約 3 倍の産
さん

卵
らん

数でした。産
さん

卵
らん

した 60 卵
らん

のうち破
は

卵
らん

及
およ

び軟
なん

卵
らん

を除
のぞ

く 58 個
こ

を人工孵
ふ

卵
らん

し、48 個
こ

が受
じゅ

精
せい

卵
らん

（富

山 :16 個
こ

、上野 :16 個
こ

、大町 :16 個
こ

）でした。

孵
ふ

卵
らん

した卵
たまご

に対する受
じゅ

精
せい

卵
らん

率
りつ

は 83% でした。

また、このうち 22 個
こ

の受
じゅ

精
せい

卵
らん

を移
い

動
どう

させ、5

つの動物園で孵
ふ

化
か

育
いく

雛
すう

に取り組みました。その

結果、合計 22 羽
わ

（富山 :5 羽
わ

、上野 :6 羽
わ

、大

町 :6 羽
わ

、いしかわ :1 羽
わ

、那
な

須
す

:4 羽
わ

）の孵
ふ

化
か

に

成功しました。受
じゅ

精
せい

卵
らん

に対する孵
ふ

化
か

率
りつ

は 46%

でした。孵
ふ

化
か

個
こ

体
たい

のうち 10 羽
わ

は孵
ふ

化
か

後 2 週間

以内に死
し

亡
ぼう

し、残りの 12 羽
わ

が成育しました。

孵
ふ

化
か

後 6 ヶ
か

月
げつ

時点での生
せい

存
ぞん

率
りつ

は 55% でした。

　初めての取り組みとなったこの年の飼
し

育
いく

下繁
はん

殖
しょく

で、繁
はん

殖
しょく

を成功させるというステップを踏
ふ

む

ことができましたが、過
か

剰
じょう

産
さん

卵
らん

の抑
よく

制
せい

、孵
ふ

化
か

率
りつ

の向上、雛
ひな

の成育率
りつ

の向上という課題も見えて

きました。2018 年は繁
はん

殖
しょく

に先立ち、メス 1 羽
わ

のみを飼
し

育
いく

していた那
な

須
す

でも繁
はん

殖
しょく

に取り組むた

め、大町のオス 1 羽
わ

を那
な

須
す

へ移
い

動
どう

させることに

なりました。ライチョウでは初めての試みでし

たが、無事に移
い

動
どう

をさせることができました。

　2018 年は前の年に明らかになった課題を解
かい

決
けつ

することで飼
し

育
いく

繁
はん

殖
しょく

技
ぎ

術
じゅつ

の向上を目指し、富

山、上野、大町、那
な

須
す

の 4 つの動物園で繁
はん

殖
しょく

に取り組みました。課題解
かい

決
けつ

方法として、メス

が落ち着いて繁
はん

殖
しょく

に臨
のぞ

めるようにすることを検
けん

討
とう

し、専
せん

用
よう

ケージは使わずに広い部屋でペアを

形成し、飼
し

育
いく

作業時に人が入室した際
さい

にメスと

距
きょ

離
り

をとることができるようにしました（図

11）。また、産んだ卵
たまご

はそのまま巣においてお

き、2 週間程
てい

度
ど

経
けい

過
か

してから擬
ぎ

卵
らん

と交
こう

換
かん

するこ

とにより、人が巣に近づく回数を減
へ

らすように

しました。その結果、富山、上野、那
な

須
す

の 3 羽
わ

のメスで合計 31 個
こ

（富山 :11 個
こ

、上野 :13 個
こ

、

那
な

須
す

:7 個
こ

）の産
さん

卵
らん

があり、産
さん

卵
らん

数を野生のも

のに近づけることができました。大町のメスは

どういうわけか産
さん

卵
らん

に至
いた

りませんでした。

　産
さん

卵
らん

された 31 個
こ

中 26 個
こ

の卵
たまご

は人工孵
ふ

卵
らん

に

取り組み、17 個
こ

が受
じゅ

精
せい

卵
らん

で、受
じゅ

精
せい

卵
らん

率
りつ

は 65％で、

2017 年の 83％を下回る結果でした。17 個
こ

の受
じゅ

精
せい

卵
らん

からは 12 羽
わ

が孵
ふ

化
か

しました。受
じゅ

精
せい

卵
らん

に対

する孵
ふ

化
か

率
りつ

は 71％で、2017 年の 46％を上回る

結果となりました。孵
ふ

化
か

した 12 羽
わ

のうち 7 羽
わ

は成育し、3 羽
わ

が孵
ふ

化
か

後１週間以内に、2 羽
わ

が

孵
ふ

化
か

後 2 ～ 3 ヶ
か

月
げつ

齢
よわい

で死
し

亡
ぼう

しました。孵
ふ

化
か

後 6

ヶ
か

月
げつ

時点でのヒナの生
せい

存
ぞん

率
りつ

は 58％で 2017 年の

55% より若
じゃっ

干
かん

高い割
わり

合
あい

でした。

　また、繁
はん

殖
しょく

に取り組んだ富山と上野の 2 羽
わ

の

メスで抱
ほう

卵
らん

行動が観察されたため抱
ほう

卵
らん

を継
けい

続
ぞく

さ

せましたが、初期中止卵
らん

もしくは無
む

精
せい

卵
らん

だった

ため、孵
ふ

化
か

には至
いた

りませんでした。

新たな挑
ちょう

戦
せん

　2015・2016 年には受
じゅ

精
せい

卵
らん

の人工孵
ふ

卵
らん

による

孵
ふ

化
か

育
いく

雛
すう

、2017・2018 年は人工孵
ふ

卵
らん

による繁
はん

殖
しょく

に取り組み、年々繁
はん

殖
しょく

技
ぎ

術
じゅつ

が向上している

手ごたえを感じました。

　一方、今後生
せい

息
そく

域
いき

内の状
じょう

況
きょう

に応
おう

じた野生復
ふっ

帰
き

を行うことを想定した場合、より野生に近い

状
じょう

態
たい

での繁
はん

殖
しょく

方法の技
ぎ

術
じゅつ

確
かく

立
りつ

が必要であると

図11. 繁
はん

殖
しょく

のために広い部屋で同
どう

居
きょ

させたライチョウの
オス（右）とメス（左）

4擬
ぎ

卵
らん

：鳥類の繁
はん

殖
しょく

抑
よく

制
せい

・個
こ

体
たい

数
すう

管理に使用される卵
たまご

形
がた

の
道具。
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考えられました。5 年目を迎
むか

えた 2019 年、富

山では、4 歳
さい

になった母鳥の抱
ほう

卵
らん

育
いく

雛
すう

による方

法で繁
はん

殖
しょく

に取り組みました。その結果、母鳥は

10 卵
らん

を巣に産んだ直後から抱
ほう

卵
らん

を開始しまし

た。母鳥は 1 日 23 時間以上抱
ほう

卵
らん

し、抱
ほう

卵
らん

して

22 ～ 23 日目の 7 月 3 ～ 4 日に 8 羽
わ

が孵
ふ

化
か

しま

した。ところが、ヒナが巣から離
はな

れて動き始め

ると、母鳥がヒナを追いまわしたりヒナの頭を

突
つ

いたりする様子がみられ、7 月 6 日にはヒナ

3 羽
わ

が母鳥に突
つ

かれたことが原
げん

因
いん

で死
し

亡
ぼう

してし

まいました。これは野生のライチョウでは考え

られない異
い

常
じょう

な行動です。このまま母鳥に育
いく

雛
すう

を任
まか

せておくと、更
さら

に多くのヒナが死
し

亡
ぼう

してし

まうおそれがあったため、残りの 5 羽
わ

のヒナを

母鳥から離
はな

して人工育
いく

雛
すう

に切
き

り替
か

えました。5

羽
わ

のヒナは順調に成育しました。

　2020 年、再
ふたた

び 2 羽
わ

の母鳥で抱
ほう

卵
らん

育
いく

雛
すう

による

繁
はん

殖
しょく

に取り組みました。1羽
わ

は10卵
らん

を産んだ後、

抱
ほう

卵
らん

しましたが、抱
ほう

卵
らん

を途
と

中
ちゅう

でやめたため人
じん

工
こう

孵
ふ

卵
らん

に切
き

り替
か

えました。もう 1 羽
わ

は産
さん

卵
らん

した 9

卵
らん

を抱
ほう

卵
らん

した結果、7 月 3 日に 3 羽
わ

が孵
ふ

化
か

しま

した。今年は、母鳥にヒナを突
つ

かれることはな

く、母鳥は子育てをしていましたが（図 12）、

全てのヒナが孵
ふ

化
か

後 1 ヶ
か

月
げつ

以内に死
し

亡
ぼう

してしま

いました。現
げん

在
ざい

、死
し

因
いん

を究明していますが、来

年こそは母鳥の抱
ほう

卵
らん

による孵
ふ

化
か

育
いく

雛
すう

の成功を目

指していきたいと思います。

生
せい

息
そく

域
いき

内保
ほ

全
ぜん

と生
せい

息
そく

域
いき

外保
ほ

全
ぜん

の連
れん

携
けい

　環
かん

境
きょう

省
しょう

では、2018 年、約 50 年振
ぶ

りにライチョ

ウのメス 1 羽
わ

が確
かく

認
にん

された中央アルプス駒
こま

ヶ
が

岳
たけ

において、個
こ

体
たい

群
ぐん

を復
ふっ

活
かつ

させるための事業を生
せい

息
そく

域
いき

内保
ほ

全
ぜん

と並行して進めることになりました。

　2020 年は、JAZA の協力の元、初めての試

みとして中央アルプスに生息するこのメスが産

んだ無
む

精
せい

卵
らん

を、JAZA に加
か

盟
めい

する動物園で産ん

だ受
じゅ

精
せい

卵
らん

と入
い

れ替
か

えることになりました。

　6 月 7 日に動物園で産んだ 8 個
こ

の受
じゅ

精
せい

卵
らん

を駒
こま

ケ
が

岳
たけ

に運び、メスが産んだ無
む

精
せい

卵
らん

と入
い

れ替
か

えま

した。孵
ふ

化
か

予定日の 6 月 30 日及
およ

び 7 月１日に

環
かん

境
きょう

省
しょう

が現
げん

地
ち

調
ちょう

査
さ

を行ったところ、巣の中の卵
たまご

の殻
から

から 5 羽
わ

の孵
ふ

化
か

を確
かく

認
にん

しましたが、ヒナを

確
かく

認
にん

することができませんでした。何らかの理

由で死
し

亡
ぼう

してしまったものと考えられています。

　今回は、残念な結果になりましたが、今後も

生
せい

息
そく

域
いき

内保
ほ

全
ぜん

と生
せい

息
そく

域
いき

外保
ほ

全
ぜん

の連
れん

携
けい

した取り組

みは続いていくことになります。

動物園における展
てん

示
じ

　動物園における飼
し

育
いく

下繁
はん

殖
しょく

の取り組みによっ

て、ライチョウの飼
し

育
いく

数
すう

が増
ぞう

加
か

したことに伴
ともな

い、

生体展
てん

示
じ

を開始することとなりました。生きた

ライチョウを展
てん

示
じ

することで、ライチョウに対

する興
きょう

味
み

及
およ

び関心を効
こう

果
か

的
てき

に喚
かん

起
き

することがで

きるものと考えられます。また、生
せい

息
そく

域
いき

内保
ほ

全
ぜん

の取り組みをリアルタイムで情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

すること

も可
か

能
のう

になります。このことにより、ライチョ

ウの保
ほ

全
ぜん

の必
ひつ

要
よう

性
せい

やライチョウを育む山
さん

岳
がく

環
かん

境
きょう

の重
じゅう

要
よう

性
せい

や保
ほ

全
ぜん

について広く普
ふ

及
きゅう

啓
けい

発
はつ

を推
すい

進
しん

することができるものと考えられます。

　2019 年 3 月 15 日、富山市ファミリーパーク

では春の開園日に合わせて「ライチョウ舎
しゃ

」で

の展
てん

示
じ

を開始しました（図 13）。展
てん

示
じ

室
しつ

は、照

明の点灯および消灯を日の出日の入り時
じ

刻
こく

に合

図 12. 母鳥と、抱
ほう

卵
らん

により孵
ふ

化
か

したライチョウのヒナ
（2020年、富山）

図13. ライチョウを展
てん

示
じ

している「ライチョウ舎
しゃ

」（外観）
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わせ、日長時間の変化に合わせて変わる体色を

展
てん

示
じ

室
しつ

内で再
さい

現
げん

しています（図 14）。また、ラ

イチョウの生息地の景色を季節ごとに変え、で

きるだけ四季折々の生息地の様子がわかるよう

にしました。ライチョウがいる部屋の音はスピ

ーカーを通して観
かん

覧
らん

者
しゃ

に聞こえるようにしてあ

り、オスがなわばりを誇
こ

示
じ

するために発する鳴

き声もはっきりと聞こえます。ライチョウがエ

サを食べる様子や休息している姿
すがた

、排
はい

泄
せつ

行動な

ど、生きたライチョウを近
きん

距
きょ

離
り

で見ることがで

きます（図 15）。2020 年には、メスの展
てん

示
じ

室
しつ

に

巣を造
つく

る環境をつくり、抱
ほう

卵
らん

している姿
すがた

も見て

もらうことができました。一
いっ

般
ぱん

の人は雪深い高

山へ冬に行く機会はないため、冬の動物園で真

っ白なライチョウを見るのもライチョウ生体展
てん

示
じ

の醍
だい

醐
ご

味
み

ではないでしょうか。

　ライチョウ舎
しゃ

は、ニホンカモシカの展
てん

示
じ

場
じょう

と

向かい合わせにあり、富山を代表する国の特別

天然記念物のライチョウとニホンカモシカの展
てん

示
じ

を通して生物多
た

様
よう

性
せい

の保
ほ

全
ぜん

の必
ひつ

要
よう

性
せい

について

も伝えることに取り組んでいます。

ライチョウの未来のために
　ライチョウ保

ほ

護
ご

増
ぞう

殖
しょく

事業に取り組んで 6 年

が経
けい

過
か

しようとしています。トキは飼
し

育
いく

下
か

繁
はん

殖
しょく

を始めて野生復
ふっ

帰
き

させるまでに約 40 年かか

っています。国内のライチョウが自然状
じょう

態
たい

で

安定的に存
そん

続
ぞく

できるようになるためには、これ

からも生
せい

息
そく

域
いき

内保
ほ

全
ぜん

に取り組むとともに、長い

年月をかけて飼
し

育
いく

下
か

繁
はん

殖
しょく

を進めていくことにな

ると思われます。

　この取り組みを継
けい

続
ぞく

していくためには、労力

とたくさんの資
し

金
きん

が必要になります。富山市フ

ァミリーパークでは、ライチョウの保
ほ

全
ぜん

を継
けい

続
ぞく

して進めるために、2017 年 12 月から 2018 年 2

月までクラウドファンディングを活用し、寄
き

付
ふ

を募
つの

りました。その結果、国内外の 1,000 名を

超
こ

える方から、2,600 万円を超
こ

える寄
き

付
ふ

金
きん

をい

ただきました。この寄
き

付
ふ

金
きん

で「ライチョウ基
き

金
きん

」

を設
せつ

立
りつ

しました。現
げん

在
ざい

は、この寄
き

付
ふ

金
きん

で、動物

園における飼
し

育
いく

繁
はん

殖
しょく

技
ぎ

術
じゅつ

確
かく

立
りつ

の取り組みやその

ために必要な大学との共同研究を支
し

援
えん

し、多く

の方にライチョウの現
げん

状
じょう

や保
ほ

全
ぜん

の取り組みを伝

えるためのシンポジウムを開
かい

催
さい

しています。

　今後、動物園で増
ふ

やしたライチョウを野生復
ふっ

帰
き

させることができるようになっても、生息地

がライチョウの生
せい

存
ぞん

を脅
おびや

かす環
かん

境
きょう

となれば、ラ

イチョウはあっという間に減
げん

少
しょう

していくことに

なります。そのようなことにならないように、

国や研究者、ボランティアの方が生息地を保
ほ

全
ぜん

するさまざまな活動を現在行っています。

　また、文明の発達が加速する今後は私
わたし

たち一人

ひとりが、普
ふ

段
だん

の生活の中でライチョウを保
ほ

全
ぜん

す

るためにできることを考え、地道に取り組んでい

くことも重要になってきます。

　富山市ファミリーパークではライチョウの展
てん

示
じ

を見ていただき、多くの方にライチョウに興
きょう

味
み

をもってもらえればと考えます。そして、ラ

イチョウの生息地を訪
おとず

れて、ライチョウが生活

できる環
かん

境
きょう

を実
じっ

際
さい

に見ていただき、ライチョウ

と人類が共
きょう

存
そん

していくためにできることに取り

組んでいける世の中になることを願っていま

す。
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図14.展
てん

示
じ

室
しつ

で白くなった冬のライチョウ（2019年、富山）

図15.展
てん

示
じ

室
しつ

で白くなった冬のライチョウ（2019年、富山）


